
ISSN 0910-9242 

〈
〉
研
究
ノ

I
ト

『
徒
然
草
』

ト)

は
じ
め
に

の
伝
本
研
究
と
龍
谷
大
学
所
蔵
本

現
在
、
指
定
研
究
糸
井
班
で
は
「
古
典
随
筆

伝
写
本
の
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
龍
谷
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
『
枕

草
子
』
(
中
古
)
、
『
徒
然
草
』
(
中
世
)
、
「
た
は

れ
草
』
(
近
世
)
の
写
本
に
つ
い
て
、
本
文
系

統
な
ど
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
て
研
究

を
進
め
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
そ
の
中
で
『
徒
然
草
」
に
つ
い
て
、

龍
谷
大
学
の
所
蔵
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

本
研
究
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
記
す
も
の
で
あ

る。
(斗

『
徒
然
草
」
の
伝
本
研
究

お
よ
そ
古
典
作
品
の
伝
本
研
究
と
い
う
の
は
、

木

キナ

糸雅
井

警則

非
常
に
手
間
の
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
膨
大
な

伝
本
を
読
み
ほ
ど
き
、
比
較
対
照
す
る
。
こ
の

比
較
対
照
と
は
単
に
語
句
の
異
同
だ
け
で
は
な

く
、
内
容
解
釈
に
至
る
こ
と
ま
た
当
然
で
あ
る
。

そ
し
て
本
文
だ
け
で
な
く
傍
書
・
補
記
な
ど
も

大
切
な
情
報
で
あ
り
、
十
分
な
検
討
を
要
す
。

当
然
書
誌
学
的
な
知
識
も
不
可
欠
で
あ
る
。
ど

こ
ま
で
も
地
道
な
作
業
で
あ
り
、
同
時
に
神
経

を
す
り
減
ら
す
仕
事
で
も
あ
る
。

『
徒
然
草
』
は
、
近
世
の
数
多
い
版
本
を
始
め

と
し
て
、
現
在
も
な
お
中
学
・
高
校
の
教
科
書

教
材
の
中
心
で
あ
る
ほ
ど
広
く
人
口
に
輸
相
夫
し

て
き
た
古
典
随
筆
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
研
究
に

つ
い
て
も
、
慶
長
九
年
(
一
六

O
四
)
の
「
徒

然
草
寿
命
院
抄
』
を
晴
矢
と
し
て
、
実
に
多
く

の
も
の
が
世
に
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
存
す 第29号

る
最
古
の
写
本
は
、
永
享
三
年
(
一
四
一
二
一
)

の
奥
書
を
持
つ
正
徹
自
筆
本
で
あ
る
が
、
伝
本

関
係
や
分
類
な
ど
の
研
究
と
な
る
と
、
現
存
す

る
伝
本
の
数
が
お
び
た
だ
し
い
上
、
『
園
書
総

目
録
』
に
未
記
載
の
も
の
も
少
な
く
な
い
た
め

か
、
諸
説
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
定

説
を
見
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

『
徒
然
草
』
の
伝
本
研
究
に
つ
い
て
は
、
桑
原

博
史
氏
「
徒
然
草
研
究
序
説
」
(
明
治
書
院
・
昭

和
五
一
年
)
が
詳
細
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

現
在
で
も
そ
の
出
発
点
は
鈴
木
知
太
郎
氏
「
徒

然
草
諸
本
解
題
」
(
山
田
孝
雄
『
つ
れ
/
¥
草
』

付
載
・
宝
文
館
・
昭
和
一
八
年
)
で
あ
る
と
い

う
。
鈴
木
氏
の
研
究
は
二
一
六
本
の
写
本
と
刊
本

を
対
象
と
し
た
考
察
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
乗

勲
氏
が
「
徒
然
草
の
研
究
」
(
自
治
日
報
社
・
昭

和
四
三
年
)
の
中
で
、
七
一
本
の
伝
本
を
対
象

と
し
て
分
析
し
、
嵯
峨
本
系
・
貞
徳
本
系
・
桂

宮
本
系
・
正
徹
本
系
の
四
系
統
を
示
し
た
。
だ

が
、
現
在
多
く
の
校
本
が
烏
丸
光
広
本
を
底
本

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
烏
丸
本
を

中
心
と
し
た
系
統
を
立
て
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
特
異
な
章
段
配
列
を
持
つ
常
縁
本

の
位
置
づ
け
が
妥
当
性
に
乏
し
い
と
も
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

現
在
最
も
有
力
な
説
は
、
烏
丸
本
系
統
・
幽

粛
本
系
統
・
正
徹
本
系
統
・
常
縁
本
系
統
の
四

分
類
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
桑
原

氏
が
前
掲
書
で
示
す
分
類
で
あ
り
(
島
津
忠
夫

氏
に
も
同
様
の
見
解
が
あ
る
)
、
そ
の
後
、
粛

藤
彰
氏
が
『
徒
然
草
の
研
究
』
(
風
間
書
房
・
平

成一

O
年
)
で
さ
ら
に
詳
細
な
伝
本
分
析
と
と

も
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
て
も
幽
粛
本
系
統

が
第
一
類
1
第
三
類
、
烏
丸
本
系
統
も
第
一
類

1
第
三
類
な
ど
と
小
分
類
さ
れ
、
相
互
の
小
分

類
間
で
そ
れ
ぞ
れ
に
類
似
性
が
重
複
し
て
い
る

よ
う
な
部
分
が
あ
る
が
、
現
在
最
も
有
力
な
説

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

(三)

龍
谷
大
学
所
蔵
の
『
徒
然
草
』

現
在
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
『
徒
然
草
』
は
、
古
注
釈
書
類
を
除
く
と
、

次
の
二
写
本
・
五
版
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

〈
写
本
〉

①
『
つ
れ
づ
れ
草
』

C
N
H
z
一日告。
N

。
二
冊
。
室
町

期
に
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

所
謂
「
龍
谷
大
学
本
」
で
あ
る
。
下
巻
に
一

折
二
丁
の
落
丁
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る

が
、
ほ
ぽ
完
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
底
本
に
し

て
、
秋
本
守
英
・
木
村
雅
則
が
翻
刻
し
、
総

索
引
を
作
っ
て
い
る
(
『
龍
谷
大
学
本
徒
然

草
本
文
篇
」
・
平
成
九
年
・
勉
誠
社
、
『
龍
谷

大
学
本
徒
然
草
索
引
篇
』
・
平
成
一

O
年
・

勉
誠
出
版
)
。
な
お
、
こ
れ
ら
が
刊
行
さ
れ

た
時
は
、
こ
の
写
本
が
龍
谷
大
学
に
所
蔵
さ

れ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
だ
整
理
番
号

が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
写
本
の
書
誌
解
題
を
前
掲
「
龍
谷
大
学

本
徒
然
草
本
文
篇
』
か
ら
引
用
す
る
。

「
体
裁
は
、
縦
二
四
・
五
糎
、
横
一
人
・

O
糎
の
大
き
さ
の
綴
葉
装
冊
子
本
で
、
上

・
下
の
二
冊
、
表
紙
は
蕉
茶
色
の
紙
表
紙

で
、
稲
妻
菱
繋
菊
唐
草
散
空
押
模
様
が
あ

り
、
見
返
し
は
本
文
と
共
紙
で
あ
る
。
稲

-1-



妻
菱
繋
は
殊
に
裏
表
紙
に
は
っ
き
り
出
て

い
る
が
、
菊
唐
草
散
は
空
押
が
辛
う
じ
て

判
別
で
き
る
程
度
ま
で
に
均
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
外
題
は
縦
一
五
・

O
糎
、
横

ゴ
了
二
糎
の
撫
子
色
地
に
銀
泥
で
花
菱
と

唐
草
模
様
を
描
い
た
中
央
題
簸
に
「
つ
れ

/
¥
草
上
(
下
)
」
と
墨
書
す
る
。
内
題
は

な
い
。
本
文
の
料
紙
は
厚
紙
の
斐
紙
(
鳥

の
子
)
で
、
虫
損
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

本
文
墨
付
は
、
上
冊
七
八
丁
、
下
冊
五
八

丁
で
、
丁
付
は
な
い
。
本
文
は
一
筆
書
き

で
、
一
面
に
一

O
行
、
一
行
は
二

O
字
前

後
で
、
章
段
毎
に
改
行
し
て
起
こ
す
と
と

も
に
、
章
段
の
改
ま
っ
た
こ
と
を
行
頭
の

右
肩
に
朱
線
を
施
し
て
示
す
0

・
:
(
中
略
)

・
:
奥
書
、
識
語
の
類
は
な
く
、
書
写
者
や

書
写
年
代
に
関
し
て
は
不
明
と
言
う
ほ
か

な
い
。
」
(
四
O
一
頁
)

本
文
は
、
高
乗
氏
の
分
類
で
言
、
っ
と
、
嵯
峨

本
系
と
貞
徳
本
系
の
混
合
本
文
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
(
た
だ
し
、
上
巻
と
下
巻
と
で
拠
っ

た
伝
本
が
異
な
る
可
能
性
が
高
い
)
。
ま
た
粛

藤
氏
の
分
類
で
言
、
っ
と
幽
藤
本
系
統
第
二
類
の

本
文
と
の
類
似
も
考
え
ら
れ
た
が
、
稿
者
が
精

査
し
た
結
果
、
幽
藤
本
系
統
第
二
類
で
は
な
い

と
す
る
ほ
う
が
蓋
然
性
が
高
い
(
拙
稿
「
所
調

幽
粛
本
系
統
と
龍
各
大
学
本
徒
然
草
」
。
「
園
文

事
論
叢
』
第
四
五
輯
・
平
成
二
一
年
)
。
こ
の

よ
う
に
、
こ
の
写
本
の
系
統
上
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
問
題
が
残
る
。
中
に
は
、
あ

る
特
定
の
伝
本
と
の
み
本
文
が
共
通
す
る
箇
所

が
認
め
ら
れ
た
り
も
す
る
。
今
後
も
精
査
を
続

け
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

②
「
つ
れ
づ
れ
草
』
。
N
「
お
ど
。
一
冊
。
写
本
。

延
徳
二
年
(
一
四
九
O
)
写
か
。

表
紙
に
は
「
つ
れ
づ
れ
草
全
」
と
あ
る
が
、

上
巻
の
み
で
あ
る
。
「
延
徳
二
年
平
忠
重

写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
乗
氏
が
前
掲
書

で
「
延
徳
本
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
「
龍
谷
本
」
と
し
て
桑
原
氏
・
粛
藤
氏

も
紹
介
し
て
お
り
(
桑
原
氏
は
こ
の
影
写
本

で
あ
る
京
大
文
学
部
蔵
本
に
拠
っ
て
い
る
)
、

藤
藤
氏
は
正
徹
本
と
の
異
同
を
詳
細
に
調
べ

て
い
る
(
「
正
徹
本
系
統
つ
れ
/
¥
草
の
古

態
的
性
格
|
龍
谷
本
の
性
格
|
」
・
『
徒
然

草
の
研
究
」
第
一
章
二
・
平
成
十
年
)
。
前

掲
拙
稿
で
は
こ
の
写
本
を
「
写
字
台
文
庫
本
」

と
称
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
正
徹
本
系
統

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(後述)。
〈
版
本
〉

③
「
つ
れ
づ
れ
草
」

C
N
む
台
。
印
向
。
二
冊
。

万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
、
高
橋
清
兵
衛
刊

行
。
前
掲
の
「
龍
谷
大
学
本
徒
然
草
本
文
篇
』

に
お
い
て
、
「
高
二
本
」
と
し
て
、
秋
本
・
木

村
が
翻
刻
し
た
。

④
『
新
校
絵
入
つ
れ
づ
れ
草
』
白
色
目
白
山
。

二
冊
。
元
禄
一
六
年
(
一
七

O
コ
一
)
刊
。
「
加
賀
屋

作
兵
衛
・
荒
川
屋
限
兵
衝
蔵
版
」
の
奥
書
が

あ
る
。

⑤
『
つ
れ
づ
れ
草
上
下
』

O
N
N
e
誌
や
N
。
二
冊
。

元
文
二
年
(
一
七
三
七
)
刊
。
「
菊
屋
善
兵

衛
版
」
の
奥
書
が
あ
る
。

⑥
「
つ
れ
づ
れ
草
絵
入

W
B
行
一
)
。
二
冊
。

嘉
永
コ
一
年
(
一
八
五

O
)
補
刻
の
袖
珍
本
(
小

型
本
)
で
あ
る
。
「
浪
華
書
林
敦
賀
屋
九
兵

衛
象
牙
屋
治
郎
兵
衛
敦
賀
屋
彦
七
」
の

奥
書
が
あ
る
。

⑦
『
つ
れ
づ
れ
草
絵
入
下
」
。
忠
・
ω勺
ミ
ム
。

一冊。

正
徳
二
年
(
一
七
二
一
)
刊
。
奥
書
に
は
「
和

泉
屋
茂
兵
衛
」
の
名
が
あ
る
。
内
題
に
は
「
新

版
絵
入
つ
れ
づ
れ
草
」
と
あ
り
、
表
題
は

「
下
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
冊
で
完
本
で

あ
る
。

上
下
』

2AF・ぉー
φ

(岡

本
研
究
の
課
題

今
回
の
指
定
研
究
は
、
版
本
で
は
な
く
「
伝

写
本
」
と
し
て
お
り
、
「
龍
谷
大
学
本
」
(
前
項

の
①
)
は
既
に
本
文
翻
刻
・
索
引
を
刊
行
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
本
研
究
の
中
心
は
、
前

項
の
②
、
つ
ま
り
「
延
徳
二
年
平
忠
重
写
」
と

あ
る
写
本
に
お
い
て
い
る
。

こ
の
写
本
の
書
誌
解
題
は
、
既
に
粛
藤
彰
氏

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
そ
れ
を
引
用

す
る
。

「
本
書
は
二
七
・
五
×
一
一
一
了
八
糎
の
袋

綴
一
冊
本
。
上
冊
の
み
。
表
紙
は
薄
茶
色

地
の
雲
紙
で
原
装
。
表
紙
左
に
「
つ
れ

/
¥
草
寓
本
全
」
と
直
に
書
く
。
本

文
と
は
別
筆
で
あ
る
。
見
返
し
は
本
文
共

紙
。
本
文
料
紙
格
紙
。
遊
紙
首
尾
と
も
に

な
く
、
墨
付
六
五
丁
。
一
面
二
一
行
。
章

段
区
分
は
改
行
に
よ
る
。
但
し
、
第
二
二

四
は
同
筆
の
墨
で
の
行
間
の
合
点
に
よ

る
。
墨
の
同
筆
の
補
記
・
校
合
・
傍
書
が

あ
る
。
六
五
丁
裏
中
央
に
「
兼
好
作
也
云

一
五
」
と
あ
り
、
六
六
丁
表
に
「
延
徳
二
年

購
入
月
日
平
忠
重
帥
」
の
奥
書
が
あ
る
。

本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
正
徹
本
系
統
に
属

す
る
延
徳
二
年
写
本
と
認
め
る
。
一
丁
表

の
右
下
に
「
寓
字
重
之
蔵
書
」
の
長
方
形

陽
刻
朱
印
を
捺
す
。
虫
損
が
あ
る
。
」
(
前

掲
『
徒
然
草
の
研
究
』
・
一
五
頁
)

こ
れ
に
追
加
す
る
と
す
れ
ば
、
「
一
行
は
二

二
字
前
後
」
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
写
本
の
注
目
点
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ

る。
ま
ず
、
こ
の
写
本
が
奥
書
通
り
実
際
に
「
延

徳
三
年
」
に
書
写
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
の
写
本
の
親
本
に
「
延
徳
二

年
平
忠
重
写
」
と
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

転
写
し
、
実
際
に
は
延
徳
二
年
以
降
の
別
の
年

に
書
き
写
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
従
来
の

説
で
も
、
鈴
木
知
太
郎
氏
は
「
延
徳
の
写
と
は

認
め
難
し
。
さ
れ
ど
室
町
末
葉
を
降
る
も
の
に

は
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
、
高
乗
勲
氏
は
「
延
徳
二

年
の
書
写
で
な
い
と
し
て
も
室
町
末
期
を
下
ら

ぬ
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
窒
町
期

だ
と
し
て
も
延
徳
二
年
書
写
説
を
支
持
し
な
い

が
、
粛
藤
彰
氏
は
前
述
の
通
り
「
正
徹
本
系
統

に
属
す
る
延
徳
二
年
写
本
と
認
め
る
」
と
さ
れ

て
お
り
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
写
本
は
正
徹
本
系
統
と
見
な
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
妥
当
性
の
再

検
討
で
あ
る
。
例
え
ば
高
乗
勲
氏
は
「
正
徹
本
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の
祖
本
と
同
祖
関
係
」
だ
と
言
、
つ
が
、
同
時
に

「
川
瀬
氏
の
説
の
ご
と
く
正
徹
本
の
伝
写
と
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
独
自
異
文
の
問
題
が
あ
る
。
粛
藤

氏
の
研
究
で
は
、
正
徹
本
の
古
い
形
態
を
探
る

目
的
で
、
正
徹
本
と
の
み
比
較
校
合
し
て
い
る

が
、
他
の
系
統
本
と
は
ど
う
な
の
か
。
さ
ら
に

細
密
な
比
較
校
合
の
必
要
を
感
じ
る
。

加
え
て
、
同
じ
室
町
期
の
写
本
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
写
本
が
「
龍
谷
大
学
本
」
(
前

項
の
①
)
と
関
係
が
あ
る
か
な
い
か
も
判
断
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
こ
の
写
本
の
本
文
を
翻
刻
し
、

研
究
に
資
す
る
こ
と
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
翻
刻
本
文
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
別
の
手
法
で
の
伝
本
研
究
(
例
え

ば
稿
者
が
示
し
た
よ
う
な
「
文
節
対
照
法
」
な

ど
)
に
も
大
き
く
寄
与
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

(司

お
わ
り
に

〈
〉
研
究

概

要

報

『
徒
然
草
』
は
、
伝
本
の
数
は
お
び
た
だ
し
い

も
の
の
、
桑
原
氏
や
粛
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
序
段
と
二
四
三
段
に
分
け
る
現
行
の
区
分

は
、
浅
香
久
敬
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
(
貞
享

五
年
(
一
六
八
八
)
)
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る

し
、
ま
た
、
章
段
の
配
列
や
区
分
が
異
な
っ
て

も
内
容
が
新
た
に
加
わ
っ
た
伝
本
は
な
い
。
そ

う
考
え
る
と
、
伝
本
関
係
の
確
定
も
何
と
か
な

る
よ
う
な
気
が
す
る
も
の
の
、
室
町
期
の
写
本

が
少
な
い
こ
と
や
、
本
文
異
同
の
多
さ
が
そ
れ

を
阻
ん
で
い
る
。
愛
さ
れ
て
き
た
も
の
ゆ
え
の

悲
劇
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
「
延
徳
二
年
」
本
は
、
比
較
的
早
く
か

ら
紹
介
さ
れ
、
校
合
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き

た
も
の
の
、
未
だ
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
所
蔵
者
と

し
て
、
広
く
「
徒
然
草
』
研
究
に
寄
与
で
き
る

部
分
が
大
き
い
と
考
え
、
今
回
の
研
究
で
取
り

上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
徒
然

草
研
究
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

正七
口。

平
成
十
七
年
度
(
二

O
O
五
)
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
(
新
規
二
)
、
常
設

研
究
三
件
(
継
続
二
、
新
規
一
)
、
特
別
指
定
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
共
同
研
究
四
件
(
継
続
四
)
、

そ
し
て
個
人
研
究
三
件
(
新
規
一
一
一
)
が
設
置
さ
れ
、
合
計
一
五
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
成
さ

れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
百
七
十
一
名
の
協
力
に
よ
っ
て
推

進
さ
れ
る
。

平
成
十
六
年
度
ま
で
の
研
究
成
果
と
し
て
『
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
三
集
に
共
同
研
究

他
の
報
告
論
文
九
編
、
研
究
員
報
告
一
編
の
他
、
恒
例
の
本
研
究
所
講
演
会
の
講
演
記
録
二
編
を
収

め
た
。
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
と
し
て
は
、
第
一
一
十
五
輯
『
三
条
西
公
条
自
筆
稿
本
・
源
氏
物
語
細
流

抄
』
(
責
任
編
集
者
安
藤
徹
氏
)
が
出
版
さ
れ
た
。
仏
教
文
化
研
究
叢
書
と
し
て
は
、
「
反
省

(
曾
)
雑
誌
I
』
(
責
任
編
集
者
福
嶋
寛
隆
・
藤
原
正
信
・
中
川
洋
子
氏
)
及
び
親
驚
思
想

と
現
代
世
界
V

「
宗
教
と
科
学
宗
教
と
環
境
・
生
命
倫
理
』
(
責
任
編
集
者
武
田
龍
精
氏
)

が
出
版
さ
れ
た
。
永
年
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

A

指
定
研
究
(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
の
研
究
・
出
版
)

ー
、
日
本
語
日
本
文
学
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
太
平
記
」
の
研
究
(
初
年
次
)

主
任
・
大
取
一
馬
研
究
員
一
一
一
一
名

(
研
究
の
目
的
)
研
究
対
象
と
し
た
本
学
図
書
館
所
蔵
の
「
太
平
記
』
一
一
一
冊
(
図
書
番

号。
N
F
ω
吋
C
B
H
N
)

を
、
コ
一
年
後
に
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
に
解
説
を
付
し
て

影
印
し
、
公
刊
し
て
、
『
太
平
記
』
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
研
究
の

目
的
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
、
コ
一
年
目
か
あ
る
い
は
四
年
目
に
、
こ

の
指
定
研
究
成
果
を
論
文
集
と
し
て
研
究
叢
書
に
ま
と
め
て
公
刊
す
る
予

定
で
あ
る
。

(
研
究
計
画
)
一
年
目
に
は
本
学
の
『
太
平
記
』
十
二
冊
を
全
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
収
め
、
紙
焼
に
し
て
手
元
に
置
き
、
そ
れ
を
基
に
、
他
機
関
所
蔵
の

「
太
平
記
』
と
の
比
較
研
究
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
研

究
の
成
果
を
蒐
集
し
検
討
す
る
。

二
年
目
に
は
、
一
年
目
の
諸
本
研
究
を
継
続
す
る
と
共
に
、
作
品
の
文

学
的
・
歴
史
的
・
思
想
的
な
面
に
つ
い
て
の
内
容
研
究
に
つ
い
て
も
並
行

し
て
行
う
。

三
年
日
に
は
本
学
図
書
館
所
蔵
の
『
太
平
記
」
を
解
説
を
付
し
て
善
本

叢
書
(
全
四
冊
に
な
る
予
定
)
と
し
て
公
刊
す
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、
こ

の
『
太
平
記
』
の
諸
本
研
究
、
及
び
内
容
研
究
の
成
果
を
論
文
集
に
ま
と

め
、
研
究
叢
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

2
、
日
本
語
日
本
文
学
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
古
典
随
筆
伝
写
本
の
研
究
(
初
年
次
)

主
任
・
糸
井
通
浩
研
究
員
二
二
名

(
研
究
の
目
的
)
古
典
作
品
の
う
ち
、
随
筆
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ
れ
る
龍
谷
大
学
図

書
館
所
蔵
の
古
典
籍
に
は
、
伝
写
本
系
統
が
充
分
調
査
さ
れ
な
い
ま
ま
の

写
本
類
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
内
か
ら
、
以
下
の
八
点
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
、
そ
の
伝
本
系
統
並
び
に
文
献
と
し
て
の
価
値
的
位
置
づ
け
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